
○　目的

○　事業概要

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307

　指定避難所の閉鎖に伴い、新たな避難所を周知するため、地域
版防災マップを改訂し対象地区に全戸配布する。
　このことにより、改めて市民のみなさんが自らの住む地域の土
砂災害に対する危険度を認識していただくとともに、自分の身は
自分で守るという「自助」の考え方に基づき、一人ひとりが防災
意識の向上を図ることを目的とする。

■　指定避難所の閉鎖に伴い、地域版防災マップの改訂を行い、
対象地区に全戸配布する。

【改訂内容】
　・指定避難所の修正
　
　土砂災害に備え、適切なタイミングで住民が避難できるよう、
地元住民と共同で策定した警戒すべき区域、避難対象、避難場所
やルートを明示したマップを改訂する。
【普賢寺区、水取区、天王区、打田区、高船区】

事業内容

予算額 2,145 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 地域版防災マップ（土砂災害編）改訂事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307

　指定避難所の閉鎖に伴い、新たな避難所を周知するため、水害
ハザードマップを改訂し対象地区に全戸配布する。
　このことにより、改めて市民のみなさんが自らの住む地域の水
害に対する危険度を認識していただくとともに、自分の身は自分
で守るという「自助」の考え方に基づき、一人ひとりが防災意識
の向上を図ることを目的とする。

■　指定避難所の閉鎖に伴い、土砂災害に備え、適切なタイミン
グで住民が避難できるよう水害ハザードマップの改訂を行い、対
象地区に全戸配布する。

【改訂内容】
　・指定避難所の修正

事業内容

予算額 935 千円 新規・拡充
継続の別 拡充

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 水害ハザードマップ改訂事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307

事業内容

　平成２６年度に同マニュアルの共通編を策定しており、平成２
７年度より避難所運営訓練を実施した指定避難所から順次、共通
編に基づく内容を主軸としつつ、各避難所の実情を踏まえ、レイ
アウトや組織体制などを実際に明示し、地域事情に応じた各避難
所単位でのマニュアル策定をする。

　平成２５年度に避難所運営訓練を実施した薪小学校をモデル地
区として、平成２７年度にマニュアルを作成し、以降避難所運営
訓練を実施した学校を対象とした個別地区マニュアルを策定。
　令和３年度は、大住小学校で策定予定。

予算額 2,772 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 避難所運営個別マニュアル作成事業



○　目的

○　事業概要

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307

事業内容

　市内で大規模な地震が発生したことを想定し、避難所となる
学校において、地域住民が避難所での生活体験や運営手順、災
害対応策等について、実践的な訓練及び体験をすることによ
り、災害時に地域が主体となって円滑な避難所の開設・運営が
できるよう実施する。

　毎年学校を会場として、当該学校施設が避難所となっている
区・自治会を対象に避難所開設から運営までを体験する訓練を
行っている。
　令和３年度は、大住小学校で実施予定
　対象区・自治会は松井区・西八区・東林区・岡村区・三野区

◆避難訓練
◆避難所開設・運営訓練
◆防災講演　等

予算額 599 千円 新規・拡充
継続の別 継続

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 避難所運営訓練事業



○　目的

○　事業概要

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 避難所等環境改善事業

予算額 2,000 千円 新規・拡充
継続の別 継続

事業内容

　停電時の電源確保のため蓄電池を準備することで、避難所等の
環境改善を図る。

　災害時の電源確保の一環としてUPS機能が付いた蓄電池及びマグ
ネシウム空気電池等を導入。

・指定避難所及び本部へそれぞれ16台ずつ導入する。

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307



○　目的

○　事業概要

○　整備スケジュール

○　債務負担行為

令和３年度　当初予算主な事業

事業名 防災施設整備事業

予算額 11,891 千円 新規・拡充
継続の別 新規

事業内容

　東日本大震災、熊本地震などの地震災害、毎年発生する風水害
等による大規模な災害の状況を踏まえ、京田辺市において、今後
予想される生駒断層地震、南海ﾄﾗﾌ巨大地震等の大規模災害に備え
るべく、防災体制を整備・拡充していくことが急務となってい
る。
　京田辺市においては、発災後の各種援助部隊や支援物資の受け
入れ、住民等の避難への対応が課題となっており、京田辺市地域
防災計画における広域防災拠点及び防災公園の整備促進方針に基
づき、防災拠点の整備を行う。

　備蓄倉庫、物資等の集配拠点整備を行うと共に、広域的な災害
時の救援活動の前線基地、復旧・復興のための資機材や生活物資
集配の中継基地として効率的・効果的に機能する中核防災拠点と
しての機能整備を行う。

　令和3年度　基本計画策定（全体）
　令和4年度　基本設計、実施設計（第1期）

　事業名　防災施設整備事業
　期間　　令和3年度から令和4年度まで
　限度額　40,000千円

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307


